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沖
縄
の
オ
ラ
ン
ダ
墓 

│
│
沈
没
英
船
ベ
ナ
レ
ス
号
を
追
っ
て
│
│

渡　

辺　

美　

季

一　
は
じ
め
に

　

二
〇
一
〇
年
四
月
、
私
は
神
奈
川
大
学
に
世
界
史
の
専
任
教
員
と
し
て
着
任
し
た
。
以
来
二
年
間
、
同
じ
世
界
史
専
任
で
あ
っ

た
岡
島
千
幸
先
生
に
は
、
言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
程
お
世
話
に
な
っ
た
。
新
し
い
環
境
に
私
が
順
調
に
適
応
で
き
た
の
は
、

ひ
と
え
に
先
生
の
お
陰
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
間
、
不
肖
な
私
が
校
務
や
授
業
に
つ
い
て
先
生
に
ご
相
談
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
く
こ
と
は
多
々
あ
っ
た
が
、
そ
の
せ
い
か
互
い
の
研
究
に
つ
い
て
ゆ
っ
く
り
と
話
を
す
る
時
間
は
あ
ま
り
な
く
、
そ
の
こ
と
が

小
さ
な
心
残
り
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
岡
島
先
生
の
ご
退
職
記
念
号
に
小
文
を
寄
せ
る
に
あ
た
り
、
私
が
現
在
進
め
て
い
る
研

究
の
中
か
ら
、
先
生
の
ご
専
門
で
あ
り
イ
ギ
リ
ス
史
に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
関
係
の
あ
る
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
、

岡
島
先
生
な
ら
び
に
読
者
の
み
な
さ
ま
の
ご
高
見
を
乞
う
こ
と
に
し
た
い
。
そ
し
て
後
日
、
様
々
な
雑
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
先
生

と
ゆ
っ
く
り
お
会
い
す
る
機
会
が
得
ら
れ
た
ら
、
今
度
こ
そ
心
ゆ
く
ま
で
研
究
の
話
を
し
た
い
と
思
う
。
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二　
オ
ラ
ン
ダ
墓
と
は

　

現
在
、
沖
縄
に
は
オ
ラ
ン
ダ
墓
（
方
言
で
は
ウ
ラ
ン
ダ
墓
）
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
史
跡
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
沖
縄
本
島
北

部
の
羽
地
内
海
に
浮
か
ぶ
屋や

我が

地じ

島
（
名
護
市
）
の
オ
ラ
ン
ダ
墓
、
も
う
一
つ
は
本
島
最
北
端
に
近
い
東
シ
ナ
海
に
面
し
た
宜ぎ

名な

真ま

と
い
う
集
落
（
国く
に

頭が
み

村
）
の
オ
ラ
ン
ダ
墓
で
あ
る
。
た
だ
し
オ
ラ
ン
ダ
墓
と
は
い
う
も
の
の
、
実
際
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
の
は

オ
ラ
ン
ダ
人
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
那
覇
市
泊
港
北
岸
付
近
に
あ
る
外
国
人
の
墓
所

「
泊
外
人
墓
地
」
も
、
か
つ
て
は
オ
ラ
ン
ダ
墓
と
通
称
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
こ
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
の
も
中
国
（
清
国
）

人
・
ア
メ
リ
カ
人
・
イ
ギ
リ
ス
人
な
ど
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
一
人
も
い
な
い
。
で
は
な
ぜ
こ
れ
ら
の
墓
は
オ
ラ
ン
ダ
墓
と
呼
ば
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
か
つ
て
の
沖
縄
で
、
西
洋
人
が
「
ウ
ラ
ン
ダ
ー
（
オ
ラ
ン
ダ
人
）」
と
総
称
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る）1
（

。
そ
の
背
景
に

は
徳
川
幕
府
の
「
鎖
国
」
政
策
が
あ
っ
た
。
こ
の
政
策
は
、
当
時
、
幕
府
に
従
う
「
異
国
」
で
あ
っ
た
琉
球
に
も
波
及
し
た
が
、

そ
の
中
で
西
洋
諸
国
の
内
オ
ラ
ン
ダ
の
み
に
日
本
と
の
通
商
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
琉
球
で
は
次
第
に
西
洋
人
を
「
ウ

ラ
ン
ダ
ー
」
と
呼
ぶ
習
慣
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
呼
び
名
は
、
琉
球
王
国
が
滅
ん
で
沖
縄
県
に
な
っ
た
後
も
使
用
さ
れ
た

が
、
戦
後
「
ア
メ
リ
カ
ー
」
の
語
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
徐
々
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
屋
我
地
島
と
宜
名
真
の
オ
ラ
ン
ダ
墓
の
内
、
屋
我
地
島
の
オ
ラ
ン
ダ
墓
に
関
し
て
は
詳
細
な
史
料
が
残
っ
て
お
り
、
一
八

四
六
年
に
寄
港
し
た
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
の
乗
組
員
二
名
を
埋
葬
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る）2
（

。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
は
、
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セ
シ
ー
ユ
提
督
の
率
い
る
東
洋
艦
隊
の
船
で
、
北
部
の
運
天
港
に
寄
港
し
て
琉
球
に
通
商
貿
易
を
求
め
た
が
、
琉
球
側
の
拒
絶
に

よ
り
交
渉
は
失
敗
に
終
わ
り
、
約
一
ヶ
月
後
に
琉
球
を
去
っ
た
。
こ
の
間
に
一
等
助
銃
工
ギ
タ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
シ
ャ
ル
ル

（
二
三
歳
）、
二
等
水
夫
シ
ャ
リ
ュ
ス
・
ジ
ャ
ー
ク
（
三
五
歳
）
が
病
死
し
、
運
天
の
対
岸
に
あ
る
屋
我
地
島
運う
ん

天て
ん

原ば
る

に
埋
葬
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
墓
碑
の
上
部
に
は
「
永
光
照
之
（
永
光
、
之こ
れ

を
照
ら
す
）」
の
四
文
字
が
刻
ま
れ
、
そ
の
下
部
に
国

名
・
船
名
・
故
人
の
聖
号
・
死
亡
年
月
日
な
ど
が
漢
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。

三　
宜
名
真
の
オ
ラ
ン
ダ
墓

　

一
方
、
宜
名
真
の
オ
ラ
ン
ダ
墓
に
関
し
て
は
、
一
九
一
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
島
袋
源
一
郎
『
沖
縄
県
国
頭
郡
志
』（
国
頭
郡
教

育
部
会
）
に
、
一
八
七
四
年
に
同
地
に
漂
着
・
沈
没
し
た
イ
ギ
リ
ス
商
船
の
溺
死
者
を
合
葬
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
同
書
に
よ
れ
ば
、
墓
は
当
時
、
長
さ
三
間
（
約
五
．
五
メ
ー
ト
ル
）、
幅
一
間
（
約
一
．
八
メ
ー
ト
ル
）
の
ス
ペ
ー
ス

を
、
畳
大
の
岩
で
囲
み
、
そ
の
中
を
土
砂
で
埋
め
た
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
は
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
に
建
立
さ

れ
た
記
念
碑
の
後
方
に
、
土
中
に
埋
も
れ
た
花
崗
岩
と
見
ら
れ
る
石
材
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
石
は
沈
没
し
た
イ
ギ
リ
ス
船
の
積

荷
な
い
し
は
バ
ラ
ス
ト
の
一
部
で
あ
る
と
口
伝
さ
れ
て
い
る
。

　

同
じ
石
材
は
、
大
宜
味
村
大
兼
久
の
「
霊
魂
之
塔
」（
一
九
二
一
年
に
忠
魂
碑
と
し
て
建
立
さ
れ
戦
後
に
転
用
さ
れ
た
）
や
、

今
帰
仁
村
運
天
の
「
源
為
朝
公
上
陸
之
址
」
碑
（
一
九
二
二
年
建
立
）
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
沈
没
船
の
鉄
錨
も
国
頭
村

奥
の
浜
辺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
近
年
、
南
西
諸
島
水
中
文
化
遺
産
研
究
会
（
沖
縄
の
水
中
文
化
遺
産
に
関
心
を
持
つ
若
手
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の
考
古
学
者
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
二
〇
〇
九
年
に
立
ち
上
げ
た
研
究
会
）
や
沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
宜
名
真

海
底
の
調
査
が
実
施
さ
れ
、
沈
没
船
の
船
体
の
一
部
や
積
荷
と
見
ら
れ
る
中
国
製
陶
磁
器
・
洋
食
器
・
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
な
ど
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
陸
上
・
海
中
に
多
く
の
痕
跡
を
残
す
宜
名
真
の
オ
ラ
ン
ダ
墓
で
あ
る
が
、
そ
の
被
葬
者
の
氏
名
や
沈
没
船
の
名
称

な
ど
は
ご
く
最
近
ま
で
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
大
の
理
由
と
し
て
、
関
連
す
る
同
時
代
の
記
録
が
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
中
、
私
は
南
西
諸
島
水
中
文
化
遺
産
研
究
会
の
「
海
の
文
化
遺
産
総
合
調
査
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
二
〇
〇
九
│
二
〇
一
一
年
度
）
に
参
加
し
、
宜
名
真
の
オ
ラ
ン
ダ
墓
に
関
わ
る
共
同
調
査
に
お
い
て
文
献
史
料

の
捜
索
・
分
析
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
ま
ず
琉
球
の
同
時
代
史
料
を
片
っ
端
か
ら
調
べ
て
み
た
が
、
残
念
な
が
ら
め
ぼ
し
い
記
録
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。
理
由

は
不
明
だ
が
、
当
時
の
琉
球
で
は
明
治
政
府
に
よ
る
日
本
へ
の
併
合
政
策
が
進
め
ら
れ
て
お
り
│
│
い
わ
ゆ
る
「
琉
球
処
分
」
で

あ
り
、
こ
の
政
策
が
完
遂
さ
れ
王
国
が
消
滅
す
る
の
は
一
八
七
九
年
で
あ
る
│
│
、
大
き
な
混
乱
と
動
揺
の
中
で
宜
名
真
の
遭
難

事
件
に
関
わ
る
行
政
文
書
は
十
分
に
整
理
・
保
存
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
他
の
多
く
の
史
料
と
同
様
に
沖

縄
戦
（
一
九
四
五
年
）
で
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

琉
球
の
史
料
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
今
度
は
日
本
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
史
料
を
捜
索
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、

幸
い
な
こ
と
に
外
務
省
外
交
史
料
館
蔵
「
琉
球
藩
在
勤
来
往
翰
」
と
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
文
書
（FO

: Records created and in-

herited by the Foreign O
ffice

）
の
中
に
宜
名
真
の
遭
難
事
件
を
め
ぐ
る
詳
し
い
記
録
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た）3
（

。
こ
れ
ら

の
記
録
に
よ
れ
ば
、
事
件
は
一
八
七
四
年
で
は
な
く
一
八
七
二
年
九
月
二
九
日
に
発
生
し
て
お
り
、
船
名
は
「
ベ
ナ
レ
ス
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（Benares

）」、
香
港
か
ら
茶
・
砂
糖
・
米
を
積
載
し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
向
か
う
途
中
で
座
礁
・
遭
難
し
、
船
長
以
下
一

三
名
が
溺
死
し
、
五
名
が
救
出
さ
れ
た
と
い
う
。
死
者
の
内
、
二
等
航
海
士
ロ
バ
ー
ト
・
ド
ゥ
メ
ロ
ー
、
料
理
人
兼
給
仕
サ
ミ
ュ

エ
ル
・
ラ
ッ
フ
ル
、
見
習
生
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ブ
レ
ッ
ト
、
Ａ
・
Ｂ
級
の
水
夫
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
の
四
名
が
琉
球
で

埋
葬
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
「
オ
ラ
ン
ダ
墓
」
の
被
葬
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
八
世
紀
後
半
以
降
、
欧
米
船
は
調
査
探
検
や
薪
水
補
給
な
ど
の
目
的
で
琉
球
に
し
ば
し
ば
姿
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が

て
ア
ヘ
ン
戦
争
（
一
八
四
〇
〜
四
二
年
）
の
前
後
か
ら
開
国
・
通
商
・
布
教
の
要
求
を
掲
げ
て
頻
繁
に
来
航
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
中
国
（
清
朝
）
の
開
港
や
日
本
の
開
国
な
ど
を
契
機
に
、
中
国
と
ア
メ
リ
カ
を
結
ぶ
太
平
洋
航
路
を
欧
米
船
が
盛
ん
に
航

行
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
う
し
た
船
が
琉
球
に
寄
航
し
た
り
、
近
海
で
遭
難
し
た
り
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
っ
た
。
ベ
ナ
レ
ス
号

は
そ
う
し
た
船
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
ベ
ナ
レ
ス
号
の
遭
難
後
、
事
件
は
、
①
琉
球
に
よ
る
在
清
イ
ギ
リ
ス
公
館
へ
の
連
絡
、
②
生
存
者
救
出
の
た
め
の
イ
ギ
リ

ス
船
の
那
覇
来
航
、
③
イ
ギ
リ
ス
政
府
か
ら
琉
球
へ
の
謝
礼
（
金
時
計
）
の
贈
呈
と
い
う
形
で
推
移
し
た
。
一
連
の
史
料
か
ら
は
、

琉
球
が
生
存
者
に
対
し
て
食
糧
や
衣
服
の
支
給
を
無
償
で
行
っ
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
に
生
存
者
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
大
変
な

感
銘
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
事
件
後
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
琉
球
へ
謝
礼
を
贈
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
そ
の
た
め
で

あ
る
。

　

こ
れ
は
一
見
、
琉
球
と
イ
ギ
リ
ス
の
人
情
味
溢
れ
る
友
愛
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
よ
う
だ
。
し
か
し
現
実
は
も
う
少
し
シ
ビ
ア
で
あ

る
。
実
は
琉
球
の
「
親
切
」
は
、
欧
米
船
の
頻
繁
な
来
航
に
頭
を
悩
ま
す
琉
球
の
政
策
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

琉
球
の
政
府
（
琉
球
藩
、
旧
首
里
王
府
）
は
、
欧
米
諸
国
と
の
接
触
に
よ
る
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を
恐
れ
、
欧
米
船
の
来
航
を
極
力
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避
け
た
い
と
考
え
て
い
た
。
と
は
い
え
琉
球
の
よ
う
な
小
国
で
は
、
武
力
で
欧
米
船
の
来
航
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

こ
で
政
府
は
、
欧
米
船
が
な
る
べ
く
琉
球
に
立
ち
寄
ら
な
い
よ
う
な
武
力
以
外
の
方
法
を
採
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
は
「
琉
球
は

小
国
で
産
物
も
乏
し
い
」
な
ど
と
こ
と
あ
る
ご
と
に
琉
球
の
魅
力
の
な
さ
を
欧
米
人
に
訴
え
、
必
要
な
食
糧
や
薪
を
無
償
で
与
え

て
早
々
に
琉
球
を
立
ち
去
っ
て
も
ら
う
よ
う
努
め
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
無
償
と
し
た
の
は
、
有
償
に
す
る
と
金
さ
え
払
え
ば

必
要
な
も
の
が
手
に
入
る
と
欧
米
人
に
思
わ
れ
、
欧
米
船
が
さ
ら
に
頻
繁
に
立
ち
寄
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ

た
た
め
で
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
人
が
感
じ
た
琉
球
の
「
親
切
」
│
│
も
ち
ろ
ん
親
切
な
役
人
や
村
人
も
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
も
そ
も
の
大

前
提
と
し
て
前
述
の
よ
う
な
琉
球
の
政
策
が
存
在
し
た
こ
と
、
そ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
人
に
親
切
と
「
誤
解
」
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、

こ
の
「
誤
解
」
が
新
た
な
欧
米
船
（
謝
礼
を
届
け
る
イ
ギ
リ
ス
船
）
の
来
航
を
招
く
と
い
う
琉
球
に
と
っ
て
は
ま
こ
と
に
皮
肉
な

結
果
と
な
っ
た
こ
と
…
…
こ
の
事
件
は
見
方
を
変
え
る
と
そ
ん
な
風
に
も
読
み
解
け
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
事
件
を
め
ぐ
る
文
献
史
料
か
ら
は
、
度
重
な
る
欧
米
船
の
来
航
や
強
ま
る
日
本
の
政
治
的
影
響
力
の
中
で
ど
う
に

か
「
王
国
」
を
維
持
し
な
が
ら
独
自
の
外
交
政
策
を
展
開
し
て
い
た
滅
亡
直
前
の
琉
球
の
状
況
が
き
わ
め
て
具
体
的
に
把
握
で
き

る
。
そ
の
他
、
遭
難
事
件
の
詳
細
や
琉
球
を
見
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
率
直
な
感
想
な
ど
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
興
味
深
い）4
（

。
し
か
し

残
念
な
が
ら
船
の
構
造
や
積
荷
に
関
す
る
記
載
は
非
常
に
少
な
く
、
陸
上
・
海
中
に
残
さ
れ
た
豊
富
な
遺
物
と
文
献
史
料
と
を
十

分
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
を
解
消
す
べ
く
今
後
は
ベ
ナ
レ
ス
号
の
船
型
や
積
荷
の
保
険
に
関
わ
る
史

料
の
捜
索
を
行
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
や
は
り
一
度
イ
ギ
リ
ス
に
調
査
に
行
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ベ
ナ
レ
ス
号
の
船
影
を

追
い
か
け
る
日
々
は
ま
だ
ま
だ
終
わ
り
そ
う
に
な
い
。
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注（
1
）　

ウ
ラ
ン
ダ
ー
の
語
義
に
関
し
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
仲
井
間
憲
児
「
ウ
ラ
ン
ダ
ー
」
沖
縄
大
百
科
事
典
刊
行
事
務
局
編
『
沖
縄
大
百
科
事
典
』
上
、
沖
縄
タ

イ
ム
ス
社
、
一
九
八
三
年
。
高
良
倉
吉
「
ウ
ラ
ン
ダ
ー
（
欧
米
人
）
た
ち
の
跡
」『
続
お
き
な
わ
歴
史
物
語
』
ひ
る
ぎ
社
、
一
九
九
七
年
。

（
2
）　

屋
我
地
島
の
オ
ラ
ン
ダ
墓
に
関
し
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
大
熊
良
一
『
異
国
船
琉
球
来
航
史
の
研
究
』
鹿
島
出
版
会
、
一
九
七
一
年
。『
な
き
じ
ん
研
究
』

三
、
沖
縄
県
今
帰
仁
村
教
育
委
員
会
、
一
九
九
三
年
。『
刻
ま
れ
た
歴
史
│
沖
縄
の
石
碑
と
拓
本
│
』
沖
縄
県
立
博
物
館
友
の
会
、
一
九
九
三
年
。

（
3
）　

イ
ギ
リ
ス
外
務
省
文
書
の
捜
索
と
分
析
に
は
新
居
洋
子
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
生
）
の
協
力
を
得
た
。

（
4
）　

詳
細
は
別
稿
に
段
階
的
に
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
す
ぐ
読
め
る
も
の
と
し
て
以
下
を
挙
げ
て
お
く
。
ア
ジ
ア
水
中
考
古
学
研
究
所
編
『
水
中
文
化
遺

産
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
と
水
中
考
古
学
の
推
進
（
海
の
文
化
遺
産
総
合
調
査
報
告
│
南
西
諸
島
編
│
）』
同
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
。


